
おかやま県議会だより第7号

　
9
月
定
例
会
は
、9
月
7
日
か
ら
会
期
22
日
間
で
開
か
れ
、諸

議
案
の
審
議
を
終
え
て
9
月
28
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、予
算
案
1
件
、

事
件
案
件
7
件
、条
例
案
3
件
、人
事
案
件
3
件
の
計
14
件
で
、議

会
提
出
の
発
議
案
は「
口
蹄
疫
被
害
の
復
興
支
援
と
再
発
防
止
を

求
め
る
意
見
書
案
」（
※
4
面
参
照
）な
ど
6
件
で
し
た
。

　
9
月
9
日
及
び
10
日
に
は
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、蓮
岡
靖
之
議

員（
自
由
民
主
党
）、高
原
俊
彦
議
員（
民
主・県
民
ク
ラ
ブ
）、増
川

英一議
員（
公
明
党
）の
３
名
の
議
員
が
県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に

つ
い
て
各
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、14
日
か
ら
は

4
日
間
に
わ
た
り
22
名
の
議
員
が一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

県
議
会
を
振
り
返
る

代
表
質
問
か
ら

　
こ
れ
ま
で
に
2
0
0
を
超
え

る
事
業
者
か
ら
昨
年
度
の
排
出

量
及
び
今
後
の
削
減
目
標
と
実

施
措
置
に
か
か
わ
る
計
画
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、11
月
中
の
公

表
に
向
け
、現
在
、内
容
の
整
理

や
未
提
出
事
業
者
の
確
認
等
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
実
態

等
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
的
な

取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
、ま
た
、報
告

さ
れ
た
排
出
状
況
や
削
減
目
標

な
ど
を
把
握
、分
析
し
た
結
果

を
、今
後
の
県
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
た
め
の
施
策
に
生
か

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

   （
知
事
答
弁
）

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定・報
告・公
表
制
度

蓮
岡
靖
之 

 

議
員 

   （
自
由
民
主
党
）

  

県
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

多
い
製
造
業
等
産
業
部
門
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策
と
し
て
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定・

報
告・公
表
制
度
」を
創
設
し
た
。

こ
の
制
度
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

量
消
費
事
業
者
が
、み
ず
か
ら
の

事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
算
定
し
、排
出
量
の

削
減
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、計
画
の
実
施
状
況
を
県
に
報

告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
８
月
末
ま
で
に
事

業
者
が
削
減
計
画
書
を
提
出
し
、

県
は
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め

公
表
す
る
と
し
て
い
る
が
、公
表

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、こ
の
制
度
を

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
ど
の

よ
う
に
役
立
て
て
い
く
の
か
所

見
を
伺
い
た
い
。

Q

A

は
す
お
か 

や
す 

し

お
か
や
ま
国
際
化
戦
略
に
つ
い
て

　
「
お
か
や
ま
国
際
化
戦
略
プ
ラ

ン
」は
重
要
施
策
に
数
値
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
達
成
状
況

と
、こ
の
５
年
間
の
環
境
の
変
化
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。続
く
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
国
際
化
戦
略
の一環
と
し
て
は
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
等
の
観
光

国
際
化
政
策
も
重
要
で
あ
り
、よ
り

快
適
な
環
境
を
用
意
し
な
く
て
は

激
化
す
る
競
争
に
勝
つ
こ
と
は
で

き
な
い
。観
光
地
や
旅
館
等
で
の
語

学
環
境
等
、受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

売
り
込
み
の
た
め
の
現
地
旅
行
業

者
、メ
デ
ィ
ア
等
へ
の
対
策
と
併
せ

て
伺
い
た
い
。

Q

A

高
原 

俊
彦 

 

議
員 

   

（
民
主・県
民
ク
ラ
ブ
）

 

た
か
は
ら 

 

と
し
ひ
こ

生
物
多
様
性
の
保
全
等
に
つ
い
て

　
国
は
、生
物
多
様
性
基
本
法
に

基
づ
き
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護

な
ど
に
取
り
組
む「
生
物
多
様
性

地
域
戦
略
」の
策
定
を
全
自
治
体

の
努
力
義
務
と
規
定
し
て
い
る
が
、

５
月
ま
で
に
策
定
し
た
の
は
、10
県

市
に
と
ど
ま
る
と
の
こ
と
だ
。

　
「
岡
山
県
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
」を
策
定
し
、ア
ユ
モ
ド
キ
な
ど

県
下
の
希
少
野
生
動
植
物
種
の

保
護
対
策
と
し
て
地
域
指
定
に

よ
る
土
地
の
買
い
上
げ
な
ど
、具

体
的
な
環
境
保
全
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

体
、地
域
住
民
等
と
連
携
し
、生

息・生
育
環
境
の
保
全
な
ど
に
努
め

て
き
て
お
り
、今
後
と
も
、地
域
を

挙
げ
て
の
保
護
の
取
り
組
み
や
、希

少
野
生
動
植
物
に
つ
い
て
の
県
民

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓

発
を一層
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
一
方
、生
物
多
様
性
地
域
戦
略

は
、本
県
の
生
物
多
様
性
の
現
状
、

地
域
別
の
多
様
性
の
あ
り
方
、産

業
ご
と
の
多
様
性
保
存
の
取
り
組

み
等
を
網
羅
す
る
も
の
で
あ
り
、希

少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
も
資
す

る
こ
と
か
ら
、今
後
そ
の
策
定
に
向

け
て
準
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
対

策
と
し
て
の
地
域
指
定
等
は
、権
限

を
有
す
る
国
や
地
元
自
治
体
の
意

向
を
確
認
し
な
が
ら
戦
略
へ
の
位

置
づ
け
を
研
究
し
た
い
。

　
　

            　
　

 （
知
事
答
弁
）

Q
　
県
で
は
こ
れ
ま
で
、希
少
な
野
生

動
植
物
に
つ
い
て
、自
然
保
護
団

A

一般
質
問
を
行
っ
た
議
員

9月16日
太
田
正
孝
　  （
自
民
）

小
倉
弘
行
　  （
自
民
）

波
多
洋
治
　  （
自
民
）

岡
本
泰
介
　  （
自
民
）

 

一 

井
暁
子     （
民
県
）

6月11日
伊
藤
文
夫
　  （
自
民
）

渡
辺
吉
幸
　  （
自
民
）

青
野
高
陽
　  （
自
民
）

山
田
総
一
郎    （
公
明
）

江
本
公
一
　   （
自
民
）

9月15日9月定例会　議決結果

増
川 
英 
一 

 
議
員 

   （
公
明
党
）

 

ま
す
か
わ 

え
い
い
ち

　
「
国
際
救
援
活
動
要
員
」養
成
講

座
の
修
了
者
数
な
ど
、18
の
指
標
の

う
ち
半
数
が
目
標
を
達
成
し
て
い
る

が
、経
済
や
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の一層
の
進
展
な
ど
状
況
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

へ
の
戦
略
的
対
応
の
強
化
や
在
住
外

国
人
支
援
策
の
充
実
な
ど
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、

来
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
期
間
と
す

る
次
期
戦
略
プ
ラ
ン
を
今
年
度
中
に

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
県
で
は
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多

言
語
化
や
、旅
館
等
へ
の
通
訳・翻
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。ま
た
、海
外
旅
行
社
へ
の

旅
行
商
品
造
成
等
の
働
き
か
け
や

海
外
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
等

を
実
施
し
て
お
り
、今
後
も
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
を
進
め
、本
県
観
光

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
た
い
。

                              （
知
事
答
弁
）

　
6
月
定
例
会
は
、6
月
3
日
か
ら
会
期
21
日
間
で
開
か
れ
、諸
議
案
の

審
議
を
終
え
て
6
月
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、約一億
4
千
万
円
の
補
正
予

算
案
や
、事
件
案
件
3
件
、条
例
案
12
件
、人
事
案
件
4
件
の
計
20
件
で
し
た
。

　
開
会
日
に
は
知
事
か
ら
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、口
蹄
疫
へ
の
本
県
の
対

応
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、6
月
8
日
及
び
9
日
に
は
代
表
質
問
が
行

わ
れ
、佐
藤
真
治
議
員（
自
由
民
主
党
）、岡
田
幹
司
議
員（
民
主・県
民
ク

ラ
ブ
）、吉
田
政
司
議
員（
公
明
党
）の
３
名
の
議
員
が
県
行
財
政
上
の
諸

課
題
に
つ
い
て
各
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、10
日
か
ら
は

4
日
間
に
わ
た
り
20
名
の
議
員
が一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

県
議
会
を
振
り
返
る

代
表
質
問
か
ら

置
し
た
寄
附
講
座
に
お
い
て
地

域
医
療
の
魅
力
を
伝
え
る
実
習

等
を
行
う
ほ
か
、研
修
医
等
の

県
内
医
療
機
関
へ
の
就
職
を
支

援
す
る
事
業
の
実
施
な
ど
、地

域
に
必
要
な
医
師
の
育
成
や
確

保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、疾
患
ご
と
に
急
性
期
、

回
復
期
等
の
医
療
を
担
う
医
療

機
関
を
公
表
し
て
、医
療
機
関

相
互
の
役
割
分
担
と
連
携
強
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、救
急

医
療
や
周
産
期
医
療
等
の
事
業

ご
と
に
拠
点
病
院
を
指
定
し

て
、地
域
医
療
機
関
と
連
携
し

た
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、さ
ら
な

る
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　

が
ん
検
診
受
診
促
進
に
向

け
、市
町
村
へ
の
助
言
を
行
う

と
と
も
に
、昨
年
か
ら
新
た
に

が
ん
対
策
協
賛
事
業
を
開
始

し
、若
年
層
も
含
め
た
普
及
啓

発
や
受
診
勧
奨
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

   （
知
事
答
弁
）

医
療
提
供
体
制
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

佐
藤 

真
治 

 

議
員 

   （
自
由
民
主
党
）

　

県
は「
岡
山
県
保
健
医
療
計

画
」に
基
づ
き
、医
師
確
保
対
策

や
が
ん
等
４
疾
病
、救
急
医
療
等

５
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制

の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
、地
域
医

療
再
生
計
画
に
取
り
組
む
が
、医

師
確
保
対
策
と
医
療
連
携
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
、今
後
ど
う
取

り
組
む
の
か
。 

　
ま
た
、乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
検

診
の
受
診
率
が
低
調
だ
が
、若
年

層
を
中
心
に
知
識
の
普
及
や
受

診
勧
奨
が
必
要
と
考
え
る
が
、対

策
は
ど
う
か
。

Q
　
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ

き
、今
年
度
か
ら
医
学
部
地
域

枠
を
５
名
か
ら
９
名
へ
拡
充
す

る
と
と
も
に
、岡
山
大
学
に
設

A

 

さ 

と
う 

 

し
ん  

じ

地
球
環
境
問
題
等
に
つ
い
て

　
日
本
は
1
9
7
8
年
、自
動

車
排
出
ガ
ス
規
制
を
実
施
し

た
。当
時
の
経
済
界
は
成
長
力

が
大
幅
に
落
ち
込
み
、競
争
力

が
弱
ま
る
と
猛
反
対
し
た
が
、

結
果
は
逆
で
、低
公
害
車
を
開

発
し
た
技
術
力
は
世
界
を
席
巻

し
、日
本
の
自
動
車
産
業
は
世

界
市
場
で
成
功
を
お
さ
め
て
い

る
。規
制
強
化
が
技
術
革
新
を

生
み
、そ
の
結
果
、国
際
競
争
力

を
高
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
に
も
、歴
史
を
教
訓
と
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
が
、所
見
を

伺
い
た
い
。

　
我
が
国
は
環
境
問
題
へ
の
企

業
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
に
よ

り
、国
際
競
争
力
を
高
め
、経
済

を
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
う
歴

史
が
あ
り
、地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
い
て
も
企
業
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

本
県
で
は
、温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
算
定・報
告・公
表
制
度

に
よ
り
、事
業
者
の
自
主
的
な

排
出
抑
制
を
求
め
る一方
、太
陽

光
発
電
や
電
気
自
動
車
の
普
及

促
進
な
ど
、環
境
負
荷
の
低
減

と
産
業
振
興
へ
の
効
果
が
と
も

に
期
待
さ
れ
る
施
策
を
推
進
し

て
き
て
お
り
、今
後
と
も「
環
境

と
経
済
が
好
循
環
す
る
仕
組
み

づ
く
り
」に
向
け
、鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

                      （
知
事
答
弁
）

Q

A

岡
田 

幹
司 

 

議
員 

   

（
民
主・県
民
ク
ラ
ブ
）

 

お
か 

だ 
 

か
ん  

じ

県
立
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

　
平
成
20
年
度
末
で
の
県
立
学
校

の
耐
震
化
率
は
58・4
％
で
、こ
れ

は
全
国
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト
も
下

回
っ
て
い
る
。子
供
た
ち
の
安
心・

安
全
に
か
か
わ
る
最
重
要
課
題
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、全
国
と

比
べ
て
、な
ぜ
こ
ん
な
に
大
き
な
差

が
生
じ
て
い
る
の
か
。 

　
「
新
お
か
や
ま
夢
づ
く
り
プ
ラ

ン
」で
は
平
成
23
年
度
末
の
耐
震

化
率
を
65
％
と
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、目
標
達
成
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、さ
ら
に
耐
震
化
率
の
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、今
後
の
計

画
と
財
源
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
本
県
の
耐
震
化
率
は
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
本
県

は
こ
れ
ま
で
比
較
的
、地
震
災
害

が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、取
り

組
み
が
お
く
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
「
新
お
か
や
ま
夢
づ
く
り
プ
ラ

ン
」で
は
耐
震
化
を
重
点
施
策
に
位

置
づ
け
、今
年
度
は
約
21
億
円
の

予
算
を
確
保
し
、耐
震
化
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。さ
ら
に「
岡
山
県
教
育
振
興
基

本
計
画
」で
は
、平
成
26
年
度
末
に

70
％
を
目
標
と
し
、優
先
度
の
高

い
も
の
か
ら
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、今
後
も
毎
年
、今

年
度
と
同
程
度
の
予
算
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
は
あ
る
が
、必
要
な
予
算
の
確

保
に
努
め
、学
校
施
設
の
耐
震
化
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

            　
　
（
教
育
長
答
弁
）

Q

A

一般
質
問
を
行
っ
た
議
員

6月15日
中
塚
周
一
　   （
自
民
）

太
田
正
孝
　  （
自
民
）

高
橋
英
士
　 （
公
明
）

木
下
素
典     （
民
県
）

加
藤
浩
久
　  （
自
民
）

6月16日
波
多
洋
治
　  （
自
民
）

青
野
高
陽
　  （
自
民
）

蓮
岡
靖
之
　  （
自
民
）

小
倉
弘
行
　  （
自
民
）

長
瀬
泰
志
　  （
民
県
）

6月10日
小
田
圭
一
　   （
自
民
）

武
田
英
夫
　  （
共
産
）

景
山
貢
明
　 （
公
明
）

渡
辺
吉
幸
　  （
自
民
）

鈴
木
一 

茂     （
民
県
）

6月定例会　議決結果

予 算 案 1件可決（1件中）
事件案件 3件可決（3件中）
条 例 案 12件可決（12件中）
人事案件 4件同意（4件中）

吉
田 

政
司 

 

議
員 

   （
公
明
党
）

よ
し 

だ 　
ま
さ 

し

6月11日
小
林
健
伸
　  （
自
民
）

西
岡
聖
貴
　  （
自
民
）

江
本
公
一
　   （
自
民
）

横
田
え
つ
こ   （
民
県
）

池
本
敏
朗
　  （
自
民
）

6月11日
渡
辺
英
気
　  （
自
民
）

三
原
誠
介     （
民
県
）

小
林
健
伸
　  （
自
民
）

池
本
敏
朗
　  （
自
民
）

神
宝
謙
一
　   （
自
民
）

谷
口
圭
三
　  （
自
民
）

9月17日 9月14日
久
徳
大
輔
　  （
自
民
）

森
脇
久
紀
　  （
共
産
）

浅
野
實
　
　 （
自
民
）

佐
藤
真
治
　  （
自
民
）

景
山
貢
明
　 （
公
明
）

横
田
え
つ
こ   （
民
県
）

本会議場の団体見学
本会議等の行事のない日は、本会議場
の団体見学ができます。
（事前に予約をお願いします。）

お問い合わせ/県議会事務局総務課 
tel.086-226-7548

※土・日、祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く

いろいろ必要な
委員会があるんだ。

　本会議は、全議員で行われる会議のことで、議会に
関するすべての決定を行っています。公開されている
ので傍聴することができますし、ケーブルテレビやイン
ターネットでも中継しています。
　委員会は、所管事項別に常設されている常任委員会
と、特定の事柄について必要に応じて設置される特別
委員会があります。どちらも本会議から付託された議
案等について少人数で専門的に審査を行い、その結果
を本会議に報告します。議会運営委員会は、議会の運
営方法や会議規則などについて審査を行います。
　委員会はモニターテレビにより視聴室で視聴するこ
とができます。

県議会を知る

原則として10歳以上であれば、どなたでも議会の本会
議を傍聴できます。本会議当日、議事堂1階で受付を
し、傍聴券を受け取ってから入場してください。

■本会議を傍聴しよう！

●開会時間／午前10時から（時間は事前にご確認ください。）  ●定員／95人（先着順）
※傍聴席で飲食や喫煙、その他議事の妨害となるような行為はできません。

■委員会をモニター視聴しよう！
原則として10歳以上であれば、どなたでも委員会をモニターテレビにより
視聴できます。委員会当日、議事堂1階で受付をし、視聴券を受け取ってか
ら、2階の視聴室にお越しください。

●開会時間／午前10時から（時間は事前にご確認ください。）  ●定員／36人（先着順）
※通常、委員会は午前10時から開かれますが、午後に開催される場合もあります。日程を
　ご確認ください。なお、視聴をするときは注意事項を守り静かに視聴してください。

い   い ん  か い

本会議の様子をインターネットで中継しています。また、議事録が岡山県議会
ホームページに掲載されるまでの間も、録画中継でご覧いただけます。

■インターネットで議会中継を見よう！

http://www.pref.okayama.jp/
syokyoku/gikai/10-01.htm

検索岡山県議会 インターネット中継

※ご覧いただくには
　Windows
　MediaPlayer10以上
　（ダウンロードは無償です）
　が必要です。

県議会を

見る見る

県の予算や条例などがどのように決め
られているか、本会議・委員会を傍聴・
視聴できます。また、インターネットでも
議会中継を見ることができます。

わたしたちと県議会

決
算
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
・
道
州
制
等
特
別
委
員
会

文
化
振
興
・
環
境
対
策
等
特
別
委
員
会

子
ど
も
応
援
特
別
委
員
会

特別委員会

地
域
振
興・観
光・金
融・雇
用
対
策
特
別
委
員
会

議会運営委員会

総
務
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

産
業
労
働
警
察
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

土
木
委
員
会

文
教
委
員
会

常任委員会

本会議
県議会の
組織図

議事堂の
案内

玄関

図書室

議会事務局

議会傍聴・
委員会視聴用
エレベーター

議長・副議長室
議会事務局

1階

資料閲覧室

議会傍聴
委員会視聴
受付

議会傍聴・
委員会視聴用
エレベーター

議会傍聴・委員会視聴用エレベーター
委員会視聴室

議　　場

ト
イ
レ

議員控室

2階

多目的トイレ

ト
イ
レ

入口

第一特別委員会室

議員控室

3階

環境文化保健福祉委員会室
産業労働警察
委員会室

車いす用傍聴席 
（2席）

文　　教
委員会室

土　　木
委員会室

農林水産
委員会室

県
庁
本
庁
舎

議会傍聴・
委員会視聴用
エレベーター

議場上部
（吹き抜け）

トイレ

総務委員会室

入口

傍
聴
席

3 2

紙
面
の
都
合
上
、一
人
一
問
以
内

で
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

9月定例会　議決結果

予 算 案　  1件可決（1件中）

事件案件　  5件可決・2件認定
　　　　　  （7件中）

条 例 案　  3件可決（3件中）

人事案件  　3件同意（3件中）

発 議 案  　4件可決・2件否決
　　　　　  （6件中）

聞く

9
月
定
例
会

6
月
定
例
会


